


インダクタンス （コイル） （ １個 60円 ）

表示の読み方 1R0................................1µH

100 ..............................10µH

101.............................100µH

102..........................1,000µH ( 1mH)

103........................10,000µH (10mH)

K は 誤差 ± 10% を示す

底面からコイルが見える
これもインダクタンス

１０２ ＝ １ｍH



















































実験 3 ラジオを作る。

身近な材料で、LC並列同調回路を作成。



インダクタンスは、マジックペンに導線を10m巻いたもの。

可変コンデンサは、アルミ箔を張った B４厚紙 ２枚。

回路図のように、ワニぐちクリップでLC並列共振回路を組む。



発振器の周波数を、STVと同じ 1440 ｋHz にする。

アルミ箔の重なる面積を手で変化させながら、

オシロスコープの波形振幅が最大になるところがあれば

この回路で ラジオの電波を拾うことができる。



LC並列共振回路に、ダイオードとクリスタルイヤホンの

回路をつなぐ。

アンテナは、１０～２０ｍ導線を窓際に張る。

または電灯線アンテナをコンセントに差込む



LC並列共振回路に、ブリッジ整流回路、

または半波整流回路ダイオードと

クリスタルイヤホンの回路をつなぐ。

ブリッジ整流のほうがイヤホンへの出力電圧が倍増する。



電灯線アンテナ

建物の壁の中のAC配線を、アンテナに利用する方法。

ACプラグの一方だけを利用する。

コンデンサをつないで商用交流とは絶縁している。

簡便な方法だが、鉄筋の建物にはあまり有効ではない。



実験４ 正弦波の音を聞く

検波回路に、発信器の信号を

直接つないで

発信器の出す交流を

整流した音を聞く。

発信器の周波数を 50 Hz に

したときの音を、ハム雑音

（商用交流雑音、Hum）という。

古いテレビやラジオでよく聞く

雑音。



５０Hz付近の低周波では、

全波整流回路から出る音は、半波整流の音より

周波数が２倍高い （１オクターブ高い） ことを確認して下さい。

オシロスコープで、イヤホンに入る信号の波形を観察して

理由を考察してください。

発信器の周波数を変化させて、音の変化を確認して下さい。

このイヤホンは、高い音はあまり出ない。

聞こえる最高周波数を調べてください。

（振動板が、柔らかいアルミ箔なので、高音の振動が苦手）

高音の振動が得意な振動板は、軽くて硬いチタン箔で、

超音波も出せるので、エコーの探触子に利用される。


